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Abstract
In Willa Cather’s Shadows on the Rock (1931), the author describes a
French father and a daughter who come to Canada under the order of
Count Frontenac, a governor general in 1697. Auclair, the father,
leads a passive life and can be seen to embody a kind of typically
successful life as a pioneer immigrants as devised by Cather. At the
end of this story, Auclair is completely satisfied with his unchanging
life in Canada though he is a different type of immigrant from
Alexandra in O ! Pioneers (1913), in which Cather describes an
energetic immigrant who positively grabs a success for herself. This
essay aims to explore changing forms of success in Cather’s novels
and the possibility of “passive success” for immigrants.
While Auclair and Cécile hate the French social system and feel
lucky for living in a peaceful place far from France, they cannot put
up with the bare Canadian wilderness and live only in Quebec, the city
rich with French culture. They are protected by Canadian
geographical features far from Europe as well as by French
imperialistic power. We can see how Cather tries to construct lives as
steady as possible for immigrants through the representation of
Auclair’s life.
The pioneers in this novel, Count Frontenac, Mother Catherine de
Saint-Augustin, Jeanne Le Ber, must lead hard lives and protect
general people like Auclair. They sacrifice themselves for others and
transcend the question of whether they are happy or not. Through
Auclair, Cather shows a realistic happiness for general immigrants.
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Brown and Ruth Crone が、“Grand Manan drew Willa Cather back again
and again―every summer, in fact, until the war years and her own failing






ベックの総督 Count Frontenac の指示でカナダに移住し、その庇護の下で






Shadows on the Rock における理想郷の創造 51
たな試みが読み取れるものと言える。
作品の結末において、変化のない土地と生活にある Auclair は、自らの幸






















期には “entirely cut off from Europe, from the world”（7）と描かれるよう
に孤立し、フランスの物資も手紙も母国の社会情勢に関する情報も一切入っ


















また、フランスの法律がいかに人を苦しめる悪であるかを Auclair は All
Saints’ Day に、娘 Cécile に Bichet 老人のエピソードを語りながら教える。
Bichet 老人が理不尽にも絞首刑になった話によって Auclair は、フランス
では法律は人ではなく財産を守ることにしか役立たないと語る。このような
Auclair のフランスの法に対する不信、ひいてはその影響から離れたカナダ













と違い、未開地のインディアン制圧をやり遂げた Count Frontenac でさえ、
日々の生活に “lavender-water”（69）がないと耐えられない。Auclair はフ
ランス式に、一日の食事のうち夕食に時間をかけることで自分を “a
civilized man and a Frenchman”（23）と再認識することを好む。また
Auclair の亡き妻は、夫が “order and regularity”（32）に依拠した生活を好























う “many unserviceable man”（22）であることが多い。このような人々は
イロコイ族の制圧に加わったり、毛皮貿易に携わるつもりで、いわば開拓地

















求する Cather の試みを、Auclair の生活条件から読み取ることができるの










作品のタイトルである Shadows on the Rock が意味するものに注目してみ
ると、“rock” については、宗教的象徴としての解釈、例えば、“the rock, Cap
Diamant, inspires Christian awe as an alter of devotion”（Larsen 82）との解
釈もあれば、Cather の作品に描かれる共通性に注目した、“The Rock . . . was
the utmost expression of human need”（Trilling 11）との解釈もある。さら
に、“the rock provides security”（Larsen 82）という安定を示唆する解釈も
見られる。また、“shadows” については、“. . . identities, cultures, and cosmo-
logies are all ‘shadows’ . . . .”（Stouck 17）、“The shadow . . . are those events,
and those living men and women . . . .”（Williams 381）、“The shadows are
the people who strangely have picked this spot for the founding of a





万聖節の日に Cécile は一日中教会に滞在する。Cécile がこの日抱く思い
は次のように描かれる。
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On such solemn days all the stories of the rock came to life for Cecile ;
the shades of the early martyrs and great missionaries drew close
about her. (112）
Mother Catherine de Saint-Augustin and her story rose up before one ;
at the Ursulines’, Marie de l’Incarnation overshadowed the living.
(113）
（イタリクスは筆者)
この箇所において、“shadow” の類義語である “shades” は、カナダにおけ
る過去の殉教者や宗教的指導者の存在感を表す。
Cécile は、カナダで布教中にイロコイ族に捕らわれ、惨殺された Father
Brébeuf、Father Lulemant、Father Jogues らを尊敬する。また彼らのよう
に命の犠牲を伴う布教活動だけでなく、修道院及び社会奉仕活動に人並み外





Pommier が、“. . . there is no other place in the world where the people are
so devoted to the Holy Family as here in our own Canada. It is something
very special to us.”（120）と表現する。すると “shadows” の意味の一つは、
ケベックの人々の精神生活を守り、安堵感を与えてくれる過去の聖職者の存
在感と考えられる。
また、天蓋のあるものの下が “shadow” となることから、“shadow” は悪
天候から守られ、安心できる環境の場所を示唆する。だがタイトルは
Shadows under the Rockではなく、Shadows on the Rockとなっており、
“shadows” を作る物理的な遮蔽物は示されていない。覆いのない険しい岩の
上では “shadows” は見られないという通念がパラドクシカルに働き、それ
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なのにケベックの町＝Rock の上には奇跡的に守られた場所が存在すること
を示すタイトルになっているのである。Count Frontenac が死んだ時、
Cécile は父について、“He had lived under the Count’s shadow.”（299）（イ
タリクスは筆者）と感じる。ケベックの総督であり守護者である Count















exiles in a strange land”（302）になったという気分に押しつぶされ、自分
のためにしっかりしてほしいと願う Cécile の声も耳に入らないほど落胆し
たままである。結局 Auclair は Count Frontenac という保護者に連れられ
た子どもの様な従属的な存在なのである。だがこのような子どもを思わせる
彼の受動性が、彼の落胆を察して駆けつける Charron という次なる支援者
を Auclair 家に招いている。Charron の性質は、“He had the good manners
of the Old World, the dash and daring of the New.”（198）と描かれる。彼
は旧世界の人々が持つ上品な流儀と、新世界を生きるに必要なたくましさを
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併せ持った人物である。Charron は、フランス文化とカナダの文化が折衷
され、変化に対して耐性の弱い Auclair にとっても住みよい町であるケベッ










がケベックの町に対して抱く気持ちは、“She felt a peculiar sense of
security . . . powerful protection.”（124）と描かれ、この地やそこに住む大
人たちへの深い信頼感が読み取れる4。
Cécile は、母の死後父を助けて一家の主婦の役割を担うが、まだ11歳で
登場する。遊ぶ時間がないのではないかと気遣う Count Frontenac の質問




かと尋ねた際に、彼女は、“Oh yes ! And Our Lord loves children.




Jacques は父を知らず、港の店の評判の悪い女性である ’Toinette の息子
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である。しかし彼は Sandra Seltzer が “Auclair and Cécile’s surrogate son”
（179）と表現するように母不在時の保護者を持つ。彼は Cécile からカト








より強める効果をもたらす。それゆえ Jacques はこの日迷子になって Laval
司教に出会った思い出を、恐怖としてではなく、“something pleasant”（84）
として記憶している。必ず何かに守られる Jacques の姿には、Cather が子
供時代の受動性に対して抱く安心感が投影されているとも考えられる。
このように子供の従属性を髣髴とさせる Auclair、受動的幸福を信じる能
力の高い Cécile、そして様々な保護者に守られる Jacques らは、ケベック
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したい。
この作品に描かれるケベックの過去の殉教者である Father Brébeuf、




もモデルはいたが、Auclair 父娘や Jacques は名もない一般的な市民として





教に嘆願書を出して願いが認められた修道女 Mother Catherine de Saint-
Augustin は、修道院と社会奉仕の仕事によって他者のために人生を使い尽
くすことに迷いがなく、30代で死ぬ。モントリオールの裕福な商人の娘
Jeanne Le Ber は、家族や求婚者を悲しませながらも教会に隠遁する人生を
選ぶ。彼女の決意や生き方は家族には理解され難いものであるが、Jeanne
Le Ber は冷徹なまでに迷いなく孤独にただひたすら他者のために祈り奉仕
する生活を続けるのである。Laval 司教はこのような Jeanne Le Ber の果た
す役割を、“All the sinners of Ville-Marie may yet be saved by the prayers
of that devoted girl”（202）と認めている。
このように登場する殉教者や伝説の修道女は、あまりに世俗性や私欲がな
く、生身の人間というよりは、他者とカトリシズムに身を挺するのみの崇高
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といった問題を超越して新天地の守護者であり続ける。
一方、より世俗的な立場の開拓者は総督 Count Frontenac である。Gary





















よって自他ともに幸福を手に入れようとする。O Pioneers ! の Alexandra
は豊かな大農園を築き、家族の守護者となるとともに自らも安定した地位を
手に入れ、結末では結婚に至る。The Songs of the Lark（1915）の Thea は、
音楽修行を見事やり遂げ、歌手としての成功を手に入れる。My Ántonia
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（1918）の Ántonia は農場だけでなく、妻として母としての幸福を手に入れ
る。また A Lost Lady（1923）の Forrester 大尉は鉄道建設の仕事により多
くの人々に貢献したが、彼自身も美しい妻との生活を手に入れ、けがと彼が
頭取を務める銀行の倒産までは安定した裕福な生活を送る。さらに、Death







Shadows on the Rock における「開拓者」たちの自らの人間的な幸、不幸を
超越した自己犠牲から、Cather がそれまで描き続けた「成功する開拓者」
像に疑問を呈している様子が読み取れる。
カナダ初期の殉教者である Noël Chabanel を尊敬し、カナダでのカト
リック活動に身を捧げたいと願い、フランスに帰国する機会を放棄するとい














受動的人物であってもこの能力を持つ。Laura Winters は Cather 作品にお
ける人物たちの能力を、“Almost every major Cather character must, at
some point, come to terms with the dilemma of exile from a beloved
landscape. To manage the condition of exile, Cather’s characters must
transform mundane . . . spaces into sacred places . . . . These sacred places




然が理想的に融合された、“the very center of her pastoral imagination”
































1．Willa Cather, Shadows on the Rock. Ed. Frederick M. Link (Lincoln :
University of Nebraska Press, 2005) 12. 以下、本稿中の Shadows on the Rock
からの引用はすべてこの版に拠る。
2．例えば “not . . . a novel of action”（Murray 355）、“somewhat thin”（Doren
360）、“There is no conflict in the book”（Chamberlain 362）、“a quiet,
restrained, finished piece of work”（World-Herald 364）、“a very delicate and
very dull book”（Arvin 369）、“readable but not very important”（Cron 379）、
“not a book for those who want excitement”（Squire 396）といったこの作品に
対する消極的評価がみられる。
3．この作品における辺境の地に対する Cather の筆致の変化については John H.
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Randall III も、“One indication of Willa Cather’s resistance to change is her
new attitude toward the wild land. The frontier has now become an enemy.”
（314）と指摘している。
4．Gary Brienzo もまた、“At the heart of Shadows on the Rock is the security
of Cécile wrapped within ‘layers and layers of shelter’ ”（50）と述べ、守られる
セシルの姿を指摘する。また、John Murphy と David Stouck は、“The loss of
her parents also made Cather’s text resonate with recollections of childhood,
with those best years in Red Cloud, Nebraska . . .”（338）と述べ、Cather の子
ども時代への憧れを指摘する。
5．この点について Mona Pers も、“In Shadows on the Rock (1931), the child’s
role as redeemer of mankind is secured . . . . The child is the Savior.”（60）と指
摘する。
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